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新琴似中 末永 

 

単元 

不便の価値を見つめ直す（中学校第一学年・説明的文章） 

 

単元の目標 

【知・技】 

・要約するための情報整理のしかたを理解し、必要な情報を取り出すことができる。 

 

【思・判・表】 

・目的に応じて必要な情報に着目しながら要約し、内容を解釈することができる。 

 

【主体的】 

・要約に必要なポイントを見つけようとしている。 

・相手に伝わるよう要約しようとしている。 

 

★教材の紹介 

現代社会では「便利さ」が重視され、不便は悪とされがちですが、筆者は「不便」にも価値があると提唱し

ています。筆者は「不便益」という概念を導入し、不便がもたらす利点を考察しています。例えば、徒歩での移

動は時間や体力を要しますが、その過程で新たな出会いや発見があることがあるため、便利さだけを追求す

ることが本当に人の生活を豊かにするのか疑問を持ち始めた筆者は、不便が身体能力やモチベーションを

高める要素であると示しています。さらに、筆者は「不便益」が自発的な考えや工夫を促し、達成感を得る機

会を増やすと述べています。単に便利さを追求することが、楽しさや喜びを損なう可能性があるため、筆者は

「不便」の良さを認識し、新たなデザインに生かすことの重要性を強調しています。そして、日常生活において

も「不便」を避けるのではなく、その中に気づきや楽しみを見出すことで、生活をより多様に捉える可能性が

あると提案しています。あなた自身の日常での「不便益」を再考することを勧めています。 

 

 

 

 



活動内容 

AIに、授業で既習の文章を要約させてみて、要約のポイントや、「わかりやすい要約」とはどのようなもの

なのかのヒントを得る。さらに、AIが書いた要約と自分たちの要約を戦わせて、その結果から「わかりやすい

要約とはどのようなものか」考える。AI との戦いは、実際に４００字要約の文章を一人一つ作り、班の中から

代表を一つ選定し、文章を読んだことのない他教科の先生に、どの班の文章が「わかりやすかった」かを選

んでもらう。その際に、AIが要約した文章も紛れさせ、AIが選ばれなければ人間の勝利となる。 

※「わかりやすい」＝「不便の価値を見つめ直す」というタイトルが要約文で伏線回収されたかどうか 

※AIが書いた要約と自分たちの要約を戦わせて、その結果から「わかりやすい要約とはどのようなものか」

考える。→「どうやったら AIに勝てる要約にできるかな？」という問いが、今回の学習会のテーマである「児

童生徒自らが学びの主体となるための問いを生み出す単元・授業作り」にリンクしている 

 

 

時間扱い 

時数 ねらい・学習活動 

１ 

（個人） 

・文章内容を捉える 

・「担任の先生にこの文章の内容を正確に伝えてきて！」と無理難題を伝え、反感を買う 

・反感の内容から、「どうしたら全部読み上げることなく、相手に内容を伝えられるか」という問い

につなげる。 

・この単元の学習の見通しを持つ（学習計画表スプレッドシート）ここで AI と戦うことも確認す

る 

２ 

（学習形

態は選

択） 

・どうすれば長い文章を短くまとめることができるだろう？ 

・「ダイコンは大きな根？」「ちょっと立ち止まって」「シジュウカラ」を AIに要約させてみて、要約

するときのポイントを見つける。（何を残し、何をカットしているかなど） 

・複数社の AIでの要約結果を比較し、「わかりやすい要約」とはどのようなものか、どんな特徴

があるかを見つける。 

・本時の活動から得た、要約をするときのポイントをワークシートにメモする。 

３ 

（学習形

態は選

択） 

・「不便益」を実際に要約する。（４００〜６５０字）ドキュメントに本文をコピペして、そこから削った

り表現を直したりしてできる限り４００字に近づける。 

※要約の作業は「個人」「ペア」「複数人」から選べる。ただし、合作ではなく一人一つ要約の文

章を作る 

・A Iに負けないために、どのような点を工夫すればよいか考える 

４ 

（学習形

態は選

択） 

・前時の続き 

・自分の進度や状況に応じて学習形態を変更する 

５ ・班で代表となりうる要約の文章を一つ決める。 



（班） ・代表となった文章を、さらに AIに負けない文章にするためにはどうしたらよいか、班で推敲す

る。 

６ 

（個人） 

・結果発表 

・なぜ AIに勝てたか（負けたか）を分析する 

・「わかりやすい要約とはどのようなものか」「要約のポイント」についてのまとめレポートを作成

する。 

 

 

授業で実際に使用したもの 

学習計画表（スプレッドシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



振り返りWS（４名分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


